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１　題　　材　　単位量あたりの大きさ
２　題材について
　(1)　題材の位置とねらい

　これまでに子どもたちは，長さやかさ，重さなどの量を比較する活動を通して，それらには測定
するための適当な単位があること，その単位の幾つ分とすれば数値化して測定できることを明らか
にしてきている。また，ある数量を単位の幾つ分として捉えていこうとする単位の考えや，ある数
量らの間に成り立つ関係を明らかにしながら考察していこうとする関数の考えを深めてきており，
量の比較や測定を基に，日常生活の問題を解決していこうとするなどの姿が見られる。
　そこで，本題材では，異種の二量の割合で捉えらえる数量を比べる活動を通して，妥当な測定値
を求める平均や単位量当たりの大きさの表し方について理解し，それらを比較や測定に用いること
ができることねらいとしている。また，二つの量の組み合わせから決まる単位量当たりの大きさで
捉えていこうとする単位の考えや，一方の量を基にして，それに伴う他方の量の関係で考察してい
こうとする関数の考えを一層深めていこうとするものである。そして，身の周りにある具体的な対
象に働きかけながら，自分なりの「問い」を連続・発展していこうとする態度を育てることもねら
いとしている。
　ここでの学習で培われた単位の考えや関数的な考えは，伴って変わる二つの量の関係を捉える学
習や，速さの意味や求め方を考えていこうとする学習へと発展していくものである。

　(2)　指導の基本的な立場

　単位量当たりの大きさは，異種の二量があり，どちらか一方の量だけでは比較できない状況にお
いて，二量の一方を基に，それに伴う他方の量を数値化していこうとする考えであり，二つの量の
組み合わせから生まれる新しい大きさといえる。この大きさの概念は，事象から二量を見いだして
その一方の量を均等化して捉えること，そして，それを操作的表現や図的表現を用いてイメージ化
しながら「１当たり量」として認めていくことで形成されていく。
　そこで，ここでは，比較する事象の中から二量を取り出し，それを図に表したり，半具体物を操
作したりしながら，その一方の量を均等化して捉えれば，数値化でき，比較できることに気付かせ

ることが大切である。その際，二量を図や二重数直線を用いて「その量をどのように捉えているの

か」を説明させながら，二量の組み合わせからなる「１当たり量」を捉えさせたい。

　具体的には，まず，走った日数と周数の合計が異なる３名から１名選手を選ぶ場面について，
走った日数，周数，練習を続けた日数，１日に走った周数など様々な量を取り上げ，どの量を基に
選手を選ぶかについて考えさせる。そして，一つの量では直接比較できないことから，図的表現を
もとにして走った周数を均等化すればよいことに気付かせていく。
　そして，部屋割で１部屋に割り当てられた人数と畳数が異なる場面について，各部屋の混み具合
を考えさせる。そして，混み具合は，１畳に１人ずつ対応させて残りの畳数の差で判断するのでは
なく，平均の考えを用いて残りの畳数も均等化して考えたり，一方の量を基に二量の組み合わせか
らなる１当たり量を見いだしたりすればよいことに気付かせていく。その際，残りの畳数では判断
できない理由を図的表現を用いて説明しながら，均等化して捉えること，それを数値化したものが

１当たり量であることを意識させていく。

　さらに，身近な事象でも単位量当たりの大きさを用いることができるかについて考えさせる。そ
して，混み具合の感覚と共に，量を均等化して捉えて処理していくことのよさに気付かせていきな
がら，平均や単位量当たりの大きさの意味の理解を深めさせたい。
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　このような学習を通して，子どもたちは，単位の考えや関数の考えを深めたり，量についての感
覚を豊かにしたりしていく。そして，友達と共に自らの「問い」を連続・発展させながら，論理を
追究し続け，算数を共に創り出そうとする態度を身に付けることができると考える。

　(3)　子どもの実態

　本学級の子どもたちが，本題材に関わるようなことについて，どのようにとらえているか調査し
てみると，次のような結果だった。（調査人数33名，質問紙法，（　）内は回答数）

　【調査１】から，全員の子どもたちが，
量をならして考えることができている。そ
の中で，全体を意識して全体÷人数で考え
ている子どもが２／３，全体の意識が弱く
図に矢印を書き込みながら多い方から少な
い方へ移して考えている子どもが１／３い
ることが分かった。このことから，本題材
では，事象に含まれる量を多様に引き出
し，均等化していくための二量を選択して
吟味していくことが必要である。
　【調査２】の（１）から，ほとんどの子
どもたちが，Bは Aの２倍であることに
気付き，長さを４ｍにそろえて考えている
ことが分かった。このことから，異種の二
つの量の割合を捉える前提となる比例関係
について理解しているといえる。このこと
は，（２）からもいえ，ほとんどの子ども
が，比較に必要な二量に着目できているこ
とが分かり，そのうち２／３が比例関係で
捉えようとしている。ただし，１当たりの
量で捉えて解決できている子どもは少数で
ある。これは，二量を用いて比較した経験
がなく，量の性質をもたない単位量当た
りの大きさは捉えにくいからだと考える。
よって，一つの量ではなく二量を用いて比
べること，また，二量の組み合わせから１

当たり量が見いだせることを，操作的表現

や図的表現を用いて視覚的に捉えながら比

べ方や表し方について理解できるようにし

たい。

　(4)　指導上の留意点

　　ア　自分なりの「問い」をもたせ，異種の二量の割合で捉えられる数量を比較する場を充実させる
ために，子どもにとって身近な場面を取り扱い，操作的・体験的な活動を多く取り入れる。

　　イ　比較するために必要な二量に気付かせるために，課題の事象に含まれる様々な量を抽出して，
一量では直接比較できないことや，選んだ二量が必要であることの根拠について話し合う活動

を取り入れる。
　　ウ　二量の組み合わせから見いだした１当たり量を意識させるために，解決の方法や考えを，図を

基に操作したり，二重数直線に表したりしながら話し合うことで，その量を視覚的に捉えるこ

とができるようにする。
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３　目　　標
　(1)　異種の二量の割合でとらえらえる数量を比べる活動に関心をもち，平均や，混み具合などの単位

量当たりの大きさを用いる活動に意欲的に取り組み，自分なりの「問い」を連続・発展させていこ
うとすることができる。

　(2)・　単位の考えや関数の考えを用いて単位量当たりの大きさについて考える活動を通して，着目す
る数量を選択したり，比例していることを基に二量の関係をとらえたりすることができる。

　　・　異種の二量の割合でとらえられる数量を比較する活動を通して，二量の関係を図的表現に表し
たり，一方をそろえた比較の考えを説明したりするなどの算数的表現をすることができる。

　(3)　平均の考えや単位量当たりの大きさの意味や表し方がわかり，それらを用いることができる。
４　指導計画（全11時間）
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５　本　　時（5／ 11）
　(1)　目　標

　１部屋に割り当てられた人数と部屋の広さ（畳数）が異なる場合の混み具合を比べる活動を通し
て，人数を均等化して１人当たりの広さで考えればよいことに気付き，どちらが混み合っているか
を説明することができる。　　　　

　(2)　本時の展開に当たって

　本時の指導では，混み具合は，人数と広さの２量が関係していること，この２量を組み合わせて
１人当たりの広さで考えれば数値化して比べられることに気付くことが大切である。そこで，まず
は均等化する必要性を感じることができるように，人数と広さが異なり，加えて人が拡散したり，
密集したりしている配置図を提示する。そして，図を操作しながら均等化し，これまでの量の比べ
方を想起させ数値化すれば比較しやすいことに気付くことができるように展開していく。

　(3)　実　際
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